
◎内容＝	明治維新に功績を残した西郷隆盛と大隅の関
わりをひもとく講演会

◎講師＝東川	隆
りゅう

太
た

郎
ろう

	氏（かごしま探検の会代表理事）
◎日時＝ 2/4（日）　13:00 ～ 16:00
◎場所＝輝北コミュニティセンター
◎入場料＝無料
問輝北総合支所住民サービス課　
　☎ 099-486-1111	内線 2203

輝北町文化講演会「西郷隆盛と大隅」
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高
須
を
歩
く

旧国鉄大隅線の駅跡に建ち、まち歩
きの際にも立ち寄れる。今春に高須
の歴史展示コーナーができる予定。

　平成29年に誕生した「高須まち歩きガイド」。高須の町を一緒に
歩きながら、西郷にまつわる話や旧国鉄大隅線の話といった歴史
などを楽しく紹介しています。地元の茶菓子によるおもてなしも。
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西南戦争時は、現在の高須港辺りに官軍（別働第一旅団）が
上陸し、大隅半島での戦いにおける拠点となった

霧島ヶ丘公園
茶室（南洲庵）

❸高須町民会館（大隅高須駅跡）

西郷隆盛が宿泊した田中邸跡には記
念碑が建立されている。ここを拠点
に、西郷は狩りなどへ出かけた。

❶西郷南洲翁宿泊地の碑
高須橋近くの崖に見える通称「キス
岩」。昨年、西郷隆盛の子孫が「西
郷岩」と呼んだことも話題に。

❷西郷岩（キス岩）

島津斉彬が藩主就任後にまず取り組
んだのが米価の安定。高須の常平倉
には、大隅中部から米が集められた。

西郷隆盛が生きた時代の主な出来事

西郷隆盛が宿泊した高
須の田中邸の一部を用
いて建てられた。西郷
が使用した手

ちょう

水
ず

鉢
ばち

やタ
ンスが展示されている。

岩川官軍墓地
大隅での西南戦争の激戦地と
なった百引での戦いなどでの官
軍戦死者約80人が眠る。

肝付町立歴史民俗資料館
西郷隆盛が高山の波

は

見
み

に泊まっ
た際に着たとされる「かいまき」
が展示されている。

西郷南洲翁宿泊の家
西郷が私学校の弾薬庫襲撃の知
らせを聞いた、小根占での宿所。
西郷の銃が暴発した跡も残る。

明治拾
じゅう

年役
え き

従軍者記念碑
古前城町公民館の隣に建つ碑。
鹿屋郷から西南戦争に出兵した
人たちの名前が刻まれている。
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　鹿屋・大隅には、ここで紹介するもの以外にも、ゆかり
の地があります。皆さんも探してみてはいかがですか。

昨年建てられた案内看板とまち歩きガイドの皆さん。
看板の高さは、西郷どんの身長と同じ178cm。

◎対応人数＝3～42人　◎ガイド料＝有料（参加者数に応じる）
◎	申込方法＝ガイド希望日の２日前までに、鹿屋市観光協会ホーム
ページから直接入力又は電話

問鹿屋市観光協会		☎0994-41-7010　http://kanoyashi-kankokyokai.jp/
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※参考文献：「鹿屋市史」「輝北町郷土誌」「串良町郷土誌」「吾平町誌」など　※明治5年の太陽暦採用までは旧暦で記載

西郷どんが訪れた鹿屋
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